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　東京オリンピック・パラリンピックまであと500日余りとなりました。

組織委員会が募集した大会ボランティアは、目標としていた8万人を超え、

国内外から18万人の応募がありました。選手が大会でベストを尽くすこ

とができるのは、本当に多くの人の支えがあるからこそだと改めて思い

ました。

　さて、皆さんは小松市でもスポーツボランティアを募集していること

をご存じですか。地元出身選手をはじめ、国内外のアスリートを支援する

「小松市スポーツ市民サポーター」です。現在44人が登録し、昨年は、小松

に滞在したニュージーランドやカナダの選手のほか、イギリス視察団へ

の通訳などで活躍したそうです。2020年に向けて、今後小松に来る選手

が更に増えると思います。通訳だけでなく、医療、パラリンピック選手へ

の練習支援、また市内のスポーツイベントでの運営補助など、様々なサ

ポーターを引き続き募集しています。

　皆さんの得意分野を生かして、小松に訪れる選手たちを応援しましよ

う。

ボランティアを通して、
　スポーツを
　　　盛り上げよう！

問い合わせ　スポーツ育成課　☎24・8139

▲研修会でパラカヌーについて学ぶサポーター

の皆さん

　中華系の民族にとって一番大事な行事である太陰暦の旧正月。今年は2月5日から始まり、実家に帰って贅沢な料

理を食べたり、親戚や友人の家を訪問したりします。どんな中華系の人に聞いてもその習慣は同じなので、文化も

同じだと考えられがちですが、実は地域によって食事や建築様式、言語などが異なります。

　例えば、香港で使われている「広東語」の文法や単語は、北京で使用される「北京語（※マンダリン）」とは異なりま

す。発音が似ているものもありますが、同じ意味でも使っている漢字が異なっていたり、文法の順番が違ったりと、

お互いに通じない場面も結構あります。

　「Teo（ティオ）」の名字を持つ私は｢名前を聞いても、中華系だと全く分からなかった｣と言われます。でも、「張」

という漢字で表記するとすぐ分かりますよね！そうです、ティオは別の方言の発音です。私の家族は元々中国の南

にある潮州地域の出身で、何代も前にシ

ンガポールに移り住んだ祖先から受け

継いだ潮州文化や言語は、まだ私にも残

っています。

　最後に中国語を少し紹介します。方言

の違いを感じてもらえればと思います。

※マンダリン：中国の標準語

～国際交流員キンバリーのこまつ新発見～

実はいろいろある !? 中国語

問い合わせ　観光文化課　☎24・8039　　
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研究分野／中東地域研究、

　　　　　メディア研究

中
東
と
メ
デ
ィ
ア
の
視
点
か
ら
世
界
を
眺
め
る

　
「
中
東
の
こ
と
を
研
究
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
と
、「
考
古
学
者
で
す
か
」
や

「
危
な
く
な
い
で
す
か
」
な
ど
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
が
研
究
し
て

い
る
の
は
、
20
世
紀
以
降
の
中
東
の
政
治
や
社
会
な
の
で
、
残
念
な
が
ら
発
掘

調
査
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
中
東
に
は
20
以
上
の
国
が
あ
り
、
大
部

分
は
安
定
し
て
い
ま
す
。
ど
の
国
に
も
客
人
保
護
を
重
ん
じ
る
気
風
が
残
り
、

人
々
が
身
の
回
り
の
こ
と
を
気
遣
っ
て
く
れ
る
と
い
う
側
面
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
専
門
は
、
地
域
研
究
と
メ
デ
ィ
ア
研
究
で
す
。
特
に
、
中
東
の
政
治
社
会
と

メ
デ
ィ
ア
（
情
報
通
信
技
術
）
と
の
関
係
を
調
べ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
中
東
は

世
界
で
最
も
衛
星
放
送
が
発
達
し
て
い
る
地
域
で
す
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
衛
星
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
、
現
地
の
政
治
や

社
会
を
い
か
に
変
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
メ
デ
ィ
ア
は
情
報
化
し
た
現
代
社
会

を
読
み
解
く
た
め
の
「
鍵
」
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
中
東
（
よ
り
広
く
は
イ
ス
ラ

ー
ム
世
界
）
に
つ
い
て
の
知
識
は
、
こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
「
新
た
な

教
養
」
と
な
る
で
し
ょ
う
。
講
義
を
通
じ
て
、
学
生
に
は
変
わ
り
ゆ
く
世
界
を
見

通
す
た
め
の
「
鳥
の
目
」
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
豆
知
識
を
一
つ
。
コ
ー
ヒ
ー
の
語
源
が
ア
ラ
ビ
ア
語
の
「
カ
フ
ワ
」

と
い
う
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？
中
東
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
喫
茶
店
が
あ
り
、

人
々
が
新
聞
片
手
に
、
あ
る
い
は
水
煙
草
を
ふ
か
し
つ
つ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
な
か
に
は
お
し
ゃ
べ
り
に
興
じ
る
人
た
ち
も
い
ま

す
。
そ
う
し
た
人
々
の
日
常
を
垣
間
見
、
時
折
そ
こ
に
実
際
に
身
を
置
い
て
み

る
こ
と
を
、
現
地
調
査
の
楽
し
み
と
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
観
光
が
で
き
る
社
会
に

　
大
学
卒
業
後
、
ソ
連
に
１
年
留
学
し
、
そ
の
間
に
ソ
連
が
崩
壊
、
ロ
シ
ア
に

な
る
と
い
う
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
留
学
後
、
東
京
に
あ
る
ロ
シ
ア
専
門

の
旅
行
や
国
際
交
流
を
行
う
会
社
で
14
年
間
働
き
、
そ
の
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
も
活
動

し
ま
し
た
。
研
究
の
世
界
に
入
っ
た
の
は
、
自
分
が
経
験
し
た
業
界
の
問
題
点

や
仕
組
み
を
変
え
た
い
、
地
域
や
社
会
に
役
立
て
る
活
動
を
、
と
い
う
気
持
ち

か
ら
で
し
た
。

　
一
口
に
「
観
光
研
究
」
と
言
っ
て
も
幅
広
い
の
で
す
が
、
私
は
「
地
域
」
に
焦
点

を
当
て
て
い
ま
す
。「
着
地
型
観
光
」
か
ら
始
ま
り
、
現
在
は
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
）
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
や
「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
主
な
研
究
分
野

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
地
域
の
人
の
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
（
自
発
的
）
な
活
動
、
精
神
が
あ
っ
て
こ
そ
成
立
し
て
い
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
研
究
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団

体
な
ど
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
て
い
ま
す
。「
障
が
い
者
、
高
齢
者
」「
地

域
」
と
言
っ
て
も
そ
の
内
容
や
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
で
す
。
多
様
な
ニ

ー
ズ
を
反
映
で
き
る
地
域
の
観
光
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
考
え
て
い
ま
す
。

　
外
に
出
る
こ
と
が
好
き
で
、
担
当
す
る
授
業
で
は
、
な
る
べ
く
学
生
と
ま
ち

な
か
に
出
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
大
学
の
基
礎
教
育
に
加
え
て
「
自
分
の
目

で
み
て
考
え
る
力
」
を
得
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
北
陸
に
住
む
の
は
初

め
て
な
の
で
、
私
も
学
生
と
一
緒
に
地
域
の
こ
と
を
学
び
、
小
松
の
良
さ
を
た

く
さ
ん
見
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

国際文化交流学科

中 子  富 貴 子  准教授

研究分野／観光社会学、地域観光

　公立小松大学には、様々な専門分野の

教員が在籍しています。どのような研究

をしているのか紹介します。

問い合わせ　公立小松大学　☎23・6600

開け！研究室のとびら
国際文化交流学部編

様々な中国語の例

日本語 北京語 広東語 潮州語

一 イ ヤト チェク

二 アル イ ンオル

三 サン サーム サー

日本 レーペン ヤトブン ジップン

ありがとう
シエシエ
（謝謝）

ドルジェー
（多謝）

ガムシア
（感謝）


